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重野好彦 

観測結果 

 夏のみずがめ座周辺流星群を調べるため１９９８年７月下旬、２００２年８月上旬にオーストラ

リアで同時ＴＶ観測を行った。みずがめ座δ南群は活発に活動しており、表１、２に示すとおり輻

射点位置、移動に関して、過去の観測結果と良く一致した。やぎ座α群は流星数が少なく、また輻

射点が広がっているため集中部分を使用して計算したが過去の観測結果とややずれが見られる。 

 図１～４に輻射点分布を示す。図１，２は７月下旬、図３，４は８月上旬。図１，３はマクロス

キー＆ポゼンの写真観測、図２，４は本ＴＶ観測結果である。ＩＭＯによる輻射点予報位置(表３，

４)を○印で示した。右から「やぎ座α群、みずがめ座δ北群、みずがめ座ι南群、みずがめ座δ

南群、みなみのうお座群」である。やぎ座α群、みずがめ座δ南群は活動が見られるが、それ以外

の３群は 

全く活動がはっきりしない。マクロスキー＆ポゼンは北半球での観測のため流星数が限られるが、

本観測は輻射点がほとんど天頂を通過している。しかし活動が得られないのは何故だろうか。 






